
昭和63年 No.680
市のようす（５月１日現在）

人,口　445,540 人　 （十3,170)

男　225,871 人　　（十1,890)

女　219,669 人　　（ 十1,280 ）

世帯　150,813　　　（十2,088)

口
は
前
月
比
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〒271 松戸市根本387番地の5　a(66)mi 番

春の市民ぐるみでクリーンデー ６月５日(日)は

関東地方

環境美化運動の日

き

れ

い
な

街
づ

く

り

に

み
ん
な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う

六
月
五
日
（
日
）
は
、
「
春
の
市
民
ぐ
る
み
で

ク
リ

ー
ン

デ
ー
」
で
す
。

ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い
な
街
は
、
み
ん
な
の
願
い
で

す
。
そ
ん
な
街
を
目
指
し
て
、
多
く
の
人
の
参
加
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

春
の

市
民
ぐ
る
み
で

グ
リ

ー
ソ

テ

ー
と
し
て

、
六
月
五
日

言

）
に

関
東
地
方

環
境
美
化
運
動

（
ゴ
ミ

ゼ
ロ
運
動
）
と
江

戸
川
ク
リ

ー
ン

作

戦
を
市
内
で

実
施
し
ま
す
。

ゴ
ミ

ゼ
ロ
運
動
は
道
路
や
公
園

な
ど
み
ん
な
で
利
用

す
る
場
所
を

、

江
戸
川
ク
リ

ー
ン

作
戦
は
江
戸
川

河
川
敷
を
清
掃
し

ま
す
。

昨
年
の
春
は
、
三
百
八
団
体
六

万
三
千
六
百
九
十
八
入
の
み
な
さ

ん
が
参
加
し
て
、
約
一
七
・
八
㌧

の
ゴ
ミ
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
は
五
十
七
年
か

ら
、
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
五

十
六
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

五
十
九
年
か
ら
の
参
加
人
数
と

ゴ
ミ
の
収
集
量
を
見
る
と
、
参
加

人
数
が

増
加
し
て

ゴ
ミ
の
収
集
量

が
減

っ
て
い

る
の

が
分
か
り
ま
す

（
別
表
）
。

こ
れ
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
が
、

日

ご
う

か
ら
身
の
回
り
の

美
化
に

ふ

掛
け
て

い
る
表
れ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ゴ
ミ
の

な
い
き
れ
い

な
街

は
、

だ
れ
も
が
望
む
も
の
で
す
。

春
の
市
民
ぐ
る
み
で
グ
リ
ー
ソ

テ
ー
に
参
加
し
て
、
自
分
の
住
む

街
の
美
化
に
つ
い
て
、
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

町

内

の

公

園

や

家
の
周
辺
の
清
掃
を

今

年
は

六
月
五
日
（
日

）
を

「
ゴ

ミ

ゼ
ロ
の
日
」
と
定
め

、
関
東

地

方
一

都
九
県

が
同
一
歩
調
を
と
り
、

統
一

美
化

運
動
を
行
い
ま
す
。

時
間
…

午
前
中
の
一
時
間
程
度

雨
天
の
場
合
は

十
二
日

言

）
に

順
延

清
掃
範
囲

…
町
会
内
の
公
園
な

ど
の
公
共
ス

ペ
ー
ス

や
家
の
周

辺
の

清
掃
を
し
て

く
だ
さ
い
。

主
催
・
・
関
東
地
方
一
都
九
県
各

市
区
町

村

詳

細

清
掃
第
一
課
業
務
係

こ
の
作
戦
は
、
河
川
美
化
月
間

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で

す
。江
戸
川
沿
岸
の
十
四
市
区
町
村

が
同
一
歩
調
を
と
り
、
河
川
敷
の

清
掃
を
行
い
ま
す
。

▽
時
間
…
午
前
九
時
～
十
時

※
雨
天
の
場
合
は
十
二
日
言

）に

順
延

集
合

場
所
・
：
右
地
図
上
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

・
Ｄ

の
最
寄
り
の
地
点

清
掃
範
囲
・
＝
栗
山
取
水
場
か
ら

松
戸

排
水
機
場
ま
で
の
河
川
敷

主

催
…
建
設
省
江
戸
川
工

事
事

務
所

詳
細
…
清
掃
部
管
理
課
庶
務

係

江
戸
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

江戸川クリーン

作戦案内図昭和

63年度

きれいな街はみんなの手から

本日

20

日 旅
券
事
務
所

東
葛
飾
分
室
オ
ー
プ
ン

千
葉
県
旅
券
事

務
所
東

葛
飾
分

室
が
、
五
月
二
十
日
（
金
）
、
松
戸

駅
西

口
に
開
設
さ
れ
ま
す

。

東

葛
飾
分
室
で
は

、
毎
週
月

・

水
・
金
曜
日
の
三
日
間
、

一
般
旅

券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
発
給

申
請

な
ど
を
受
け
付
け
ま
す
。

今

ま
で

、
千
葉
ま
で
行
か
な
け

れ

ば
で

き
な
か
っ
た
旅
券
手

続
き

が
市
内
で
で

き
る
こ
と
に
な
り

、

大

変
便
利
に

な
り
ま
し
た
。

場
所
＝
松
戸
市
本
町
七
―
一
〇

ち
ば
ぎ
ん

ビ
ル
四

階

・
受
付
時
間
・

毎
週
月

・
水
・
金

曜
日

（
祝
日
を
除

く

）
、
午
前

十
時
～
十

一
時
三
十
分

と
午
後

一
時
～
三
時

旅

券
の
申
請
は
、
千

葉
の

本
所

と
東
葛
飾
分
室
の
ど
ち
ら
で

も

で
き
ま
す
が
、
申
請
し
た
場
所

で
受
け
取

る
こ

と
に

な
り
ま
す
。

緊
急

、
紛
失

な
ど
の
特
殊
な
申

請
は
本
所
扱
い
で
す

。

車
で

来
所
さ
れ
る
人
は

、
松
戸

駅
西
口
の
地
下

駐
車
場
な
ど
を

利

用
し
て
下

さ
い
。

詳
細
・
千
葉
県
旅
券
事
務
所
東

葛
飾
分
室

容
6
6－
4
4
1
4

番
、

ま
た
は
テ
レ

ホ
ン

サ
ー
ビ
ス

登

6
3
1
9戈ソ
μ
Ｏ
Ｏ
番

県
民
の
日

東
葛
飾
地
域
記
念
行
事

行 事 名 日 時 会 場 内 容 定員 申 込 み

釜 本

サッ カー塾

６ ／４山

午後２時
Ｓ

５ 時

県立東 葛

飾高 校グ

ラウンド

釜本邦茂氏によるサッ

カー技術の指導

小 学 校

高 学 年

200人

( 見学自由)

各市町 の教育委員会を 通じて 募集し ます。

(詳 細は東 葛飾支庁総 務課企画ｲ系S61-2111 内線106 番へ)

ふ る さ と

め ぐ り

バスツアー

※

6 /1 5(水)

午前９時
から

柏市役所

第一庁 舎

玄 関 前

出 発

Ａコ ース
房総のむら、国 立歴史

民俗博物館
Ｂコ ース
キッコ ーマン 野田 工場

手賀沼遊覧

小 学 生

以 上 の

親 子

各50人

５月31日( 火)〔必着〕で、往復ハガキ に希望コース ・住所・

氏名・年齢 ・電 話番号を明記し、〒271 松戸市小 根本フ東

葛飾支庁総 務課企画係(S61  -2111 内線106 番) へ

?IE抽選のうえ 通知し ます。

童謡と民話

のつどい

6/26 臼
午後３時
から

流 山 市

文化会 館

千葉県にゆかりの 童謡
と民 話の紹介
(出演：芹洋 子、ダ ・
カーポ、寺田農、川上
麻 衣子ほ か)

先 着

1,000 人

往復ハガキに開 催日 ・会場名と住所 ・氏名（ハガキ１ 枚に

４人まで）･電話番号を明記し、〒260-91千葉市市場町１－

１県庁文化国際 課県民 の日「 童謡と 民話」係（昔0472 －23

-2408 番） へ

県 民 の 日

記念講演会

アノ ２(土)
午後２時

から

浦 安 市

文化会 館

作家・藤本義一氏

「親と
子の会話」ほ か

に市民サークルなど に
よるフフト ラクション

先 着

1,300 人

往復ハガキに申 込者全員（ハガキ１ 枚に４人まで）の 住所
・氏名 ・年 齢・電 話番号・記念 講演会希望と明 記し､〒271

松戸市小根本7東葛飾支庁総務課企画係(D61 -2111内線
106 番）へ

各
行
事

と
も
費
用
は
無
料
。「
ふ

る
さ
と
め
ぐ
り

バ
ス
ツ

ア
ー
」
は
昼

食
持
参

手数料･使用料･各種税

今
月
の
納
期
は

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
一

期
納

期
限
）
…
五
月
三
十

百

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
・
・
・
五
月
三
十

一
日

早
め
に
納
付
（
納
入
）
お
願

い
し
ま
す

安全・確実な

口座振替のご利用を



気
軽
に
図
書
館
の
利
用
を

身
体
の
不
自
由
な
人
に

宅
配
貸
出

も

さ
わ
や
か
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
家
族
そ
ろ
っ
て
外
出
す
る
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
外
へ
出
掛
け
た
ら
、
そ
の
つ
い
で
に
ち
よ
っ

と
近
く
の
図
書
館
に
立
ち
寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
「
エ
ッ
！
　
図
書

館
に
は
こ
ん
な
本
も
あ
る
の
」
思
い
が
け
な
い
本
と
の
出
会
い
や
図

書
以
外
の
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス
（
レ
コ

ー
ド
、
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス

ク
等
）
な
ど
、
新
鮮
な
驚
き
が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
松
戸

市
に
は

、
図
書
館

本
館
と
十
六
の
分
館
、
移
動
図
書

館
車
「
み
ど
り
号
」

が
一
台
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
に
は

、
全
部
で

約
四

十
九
万
七
千
冊
の
図

書
が
あ

り
、
さ
ら
に
、
毎
年
四
万
冊
以
上

の
書
籍
を
新
た
に
購
入
し
て

、
蔵

書
の
充

実
に

努
め
て

い
ま
す

。

年

間

百

七

十

二

万

冊

を

貸

し

出

し

六
十
二

年
度
は
、
約
十
二
万
六

千
人
の
利
用
者
に
百
七
十
二
万
冊

余
り
の
図

書
が

貸
し

出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は

、
市
民

一
人
当
た
り

年

間
三
・
九
冊
の
本
を

借
り
て

い
る

こ
と
に
な
り
ま
す

。

貸
し
出
し
冊
数
の

約
四
五
％

、

八

十
万
冊
弱

を
児

童
書
が
占
め
て

い

ま
す
。
こ

ど
も
た
ち
の
活
字
離

れ

と
い
う
こ
と
が

言
わ
れ
て

い
ま

す

が
、
こ
ど

も
た
ち

は
本
が
大
好

き

な
よ
う
で
す
。

良
く

読
ま
れ
る
本
は
、
小
説
な

ど
の
文
学
作
品
、
次
い
で
児
童
書
、

絵
本
、
読
み
物
の
順
で
す

。

こ
れ
ら
の
数
字
は

、
図

書
館

が

市
民
の
身
近
な
存
在

と
な

っ
て

い

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す

。

レ

コ

ー

ド

や

コ

ン

パ

ク

ト

デ

ス

ク

も

豊

富

図
書
館
で
は
種
々
の
サ
ー
ビ
ス

を
行

っ
て
い

ま
す
が
、
通
常
の
本

の

貸
し

出
し

に
つ
い
て
も
、
図
書

館

・
分

館
か

ら
遠
い
地
域
の
み
な

さ
ん

を
対
象
に

、
移
動
図
書
館
車

「
み

ど
り

号
」
が
巡
回
し
て

い
ま

す
。
ま
た
、
来
館

が
困
難
な
人
（
身

体
障
害
者
手
帳
（
一
級
～
三
言

の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
、
も
し

く
は
寝
た
き
り
の

お
年
寄
り
）
を

対
象
に
、
図
書
の

宅
配

貸
し

出
し

も
行

っ
て
い
ま
す

。
そ
の

ほ
か
に

も
、
レ
コ
ー

ド
、
コ

ン
パ
ク
ト
デ

ィ
ス
ク
、
カ
セ
。
ト
テ
ー
プ
、
紙

芝

居
な
ど
の
貸
し
出
し

も
し
て
い

ま
す
。

最
寄
り
の

分
館
で
手
に
入
ら

な

い
本
に
つ

い
て

は
、
予
約
す

る
こ

と
に
よ
り

、
ほ
か
の
分
館
か
ら
取

り

寄
せ

る
こ
と
も
で
き
ま
す

。

図

書
館

に
は
、
い
ろ
い
ろ
と

便

利
で
豊

富
な
情
報
が
集
ま

っ
て
い

ま
す

。

ま
だ
利
用

し
た
こ
と
の

な
い
人

も

、
ち

ょ
っ
と
気
軽
に
図
書
館
に

立
ち
寄

っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

マ
詳
細
＝
・
図
書
館
｛
一一
叩
5
1
1
5

番

市営住宅空家

入居者(待機者)を募集

申込みは6月20日～25日

入

居
資
格
・
二
①
六
十
二

年
六

月

二
十
五
日
以
前
に
住
民

登
録
を

し
、
現
在
も
市
内
に

居
住
し
て

い
る
人
。
ま
た
、

同
日
以

前
か

ら
市
内
の

一
定
の

勤
務
場
所
に

勤
務
し
て
い

る
人

②
現
に

同
居

し
、
ま
た
は
同

居
し
よ

う
と
す

る
親
族

（
事
実
上
婚

姻
関
係
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
人
、
そ
の

他
の
婚
姻
の
予

定
者
を
含
む
）

が
あ

る
こ

と
②
年
間
総
収
入
が

別
表
１

・
２
の

収
入

基
準
に
該

当
す

る
人

。
た
だ
し

、
二
人
以

上
の
収
入

が
あ
る
世
帯
、
寡
婦

夫
）
控
除
・
障
害
者
控
除
等
の

対

象
者
の

い
る
世
帯
に
つ

い
て

は

、
金
額
に
変
更
が
あ
り
ま
す

④

現

に

住

宅

に

困

窮

し
て

い

る

こ

と

が

明

ら
か

な
人

第

一

種

住

宅

…

①
天

神

山

・

松

戸

新

田

・
新

松

戸

・

新

松

戸

第

二

・
三

矢

小

台

の

３

Ｄ

Ｋ

等

計

十
二
戸
②
常
盤
平
南
部
・
常
盤

平

南

部

第

二

の

２

Ｄ

Ｋ

等

計

九

戸
③
横
須
賀
・
幸
田
第
二
の
２

Ｄ

Ｋ

等

十

戸

④
小

金

原

・
小

金

原

併

存

・
幸
ｍ

・
八

ヶ

崎

の
２

Ｄ

Ｋ

一

戸

⑤

身

体

障

害

者

住

宅

の

３

Ｄ

Ｋ

一
戸

第
一

種

住

宅
・・
・
①
胡

録

台

・

相

模

台

・

稔

台

の

２

Ｋ

八

戸

②

小

金

原

・

八

ヶ

崎
の

２

Ｄ

Ｋ

等

二

戸
③

天

神

山

・
松

戸

新
田

・

常

盤

平

南

部

の

２

Ｄ

Ｋ

等
二

戸

①
新
松
戸

・
新
松
戸
第
二
・
幸

田
第
二
・
三
矢
小
台
の
３
Ｄ
Ｋ

等
四
戸

⑤
母
子
世

帯
向
住
宅
の

３
Ｄ
Ｋ

等
三
戸

⑥
身
体
節
害
者

向
庄
宅
の
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

一
戸

申
込
用
紙
の
配
布
…
六
月

十
三

日
（
月

）
か
ら
二
十
五
日

ヱ

）
ま

で

住
宅
課
お
よ

び
各
支
所
で

配

布
し
ま
す

。

申
込
み
六
月
二
十
日
言
）
か

ら
二
十
五
日

玉

）
ま
で

住
宅
課

で

受
け

付
け

配
布

・
受
け

付
け
は

、
午
前
八

時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時

（
十

曜
日
は
正
午
ま
で
。
日
曜
日
心

配
布
・
受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん
一

入
居
方
法
・
当
選
順
位
で
空
き

家

が
生
じ

次
第
入
居
。
六
十
閃

年
五
月
末
日
ま
で
に
、
空
き
家

が
生
じ
な
い
場
合
は
、
当
選
権

が

失
効
し

ま
す
。

詳

細
＝
・
住
宅
課
公
営
住
宅
係

レコードやカセットテープも楽しめます

たのしい本がいっぱい

別表１　給与所得者1 人の場合の早見表(前年1年間の総収入)

種別 ○ 人 １ 人 ２ 人 ３ 人 ４ 人 ５ 人 ６ 人

第
２
種

総収入

金 額

最 低

最 高

○円

1,951,999

○円

2,423,999

○円

2,895,999

O 円

3,359,999

○円

3,Z/1,999

○円

4,183,999

O 円

4,595屆

第
１
種

総収入

金 額

最 低

最 高

1,952噐

3,015,999

2,424,000

3,463朋

2蔗 噐

3,875,999

3,360,000

4,28Z,999

3,7Z2,000

4,699溷

4,徊, 囲

5,111,999

4,596,0(〕0

5,523,999

別表２事業所得者1人の場合の早見表愉年1年間の必要経費空除後の所得金額）

種別

同居および扶養翠

○ 人 １ 人 ２ 人 ３ 人 ４ 人 ５ 人 ６ 人

第
２

種
所得金額

最 低

最 高

○円

1,2D0,000

○円

1,530JO

○円

1,匳,C〔)0

〇円

2,竄,0{〕0

O円

2,520,皿

〇円

2,850,0(〕0

○円

3,180,000

第
１
種
所得金額

最 低

最 高

1,200､U01

回 伽00

1,530,001

2,274,0〔X〕

1,屁,001

2,朗,罰

2,屈,CD1

2ぶぽ0

2,520,001

3,264,CC)C

2,850,001

3,5剄,屁

3,180,001

3,924,匪

交通事故ゼロを願

い交通安全祈願塔が完成

悲
惨
な
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
願

い
を
込
め
て
、
交
通
安
全
祈
願

塔
が
こ
の
ほ
ど
松
戸
神
社
の
境

内
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
塔
は
、
松
戸
交
通
安
全

協
会
（
渡
辺
福
太
郎
会
長
・
会

員
七
万
六
千
人
）
が
、
す
べ
て

の
輪
禍
の
追
放
か
め
ざ
し
て
一

千
万
円
を
超
え
る
建
立
資
金
を

集
め
て
準
備
を
進
め
て
き
た
も

の
で
総
白
み
か
け
石
製
。

重
さ
十
㌧
の
台
座
の
上
に
、

高
さ
三
・
六
㍍
の
「
交
通
安
全

祈
願
之
塔
」
の
文
字
を
刻
ん
だ

碑
と
、
碑
を
指
差
し
て
交
通
安

全
を
祈
る
母
子
像
（
高
さ
一

五
㍍
）
が
並
ん
で
い
ま
す
。

毎
年
、
全
国
で
一
万
人
も
の

人
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。

六
十
二
年
に
県
内
で
は
、
全

国
ワ
ー
ス
ト
四
位
の
四
百
五
十

二
人
の
人
が
亡
く
な
り
、
市
内

で
も
二
千
九
十
九
件
の
交
通
事

故
が
発
生
し
、
二
千
五
百
五
十

三
人
が
負
傷
、
十
六
人
も
の
人

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

輪
禍
ゼ
ロ
の
願
い
を
、
み
ん

な
で
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

マ
詳
細
＝・
安
全
課
庶
務
係

交通安全は市民の願いです

国
民
健
康
保
険
料
の
納
入
に
つ
い
て

本
年
度
の
第
一
期
、
第
二
期
分

の
保
険
料
は
、
六
月
に
お
届
け
す

る
納
入
通
知
書
の
と
お
り
納
め
て

下
さ
い
。

（
新

規

加

入

の

人

へ

）

六
十
三
年
四
月
以
降
新
た
に
本

市
の
国
保
に
加
入
さ
れ
た
人
の
保

険
料
は
、
確
定
賦
課
の
第
三
期
か

ら
第
十
期
ま
で
の
八
回
に
分
け
て

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
詳
細
…
国
民
健
康
保
険
課
保
険

料
賦
課
係

期 別 納 期 備 考

第1 期 ６月１日～同月末日暫
定
賊
課

第２期 7月1日～同月末日

第３期 ８月１日～同月末日

確

定

賦

課

八
八
月
通
知口

第４期 ９月'1日～同月末日

第５期 10月１日～同月末日

第6期 11月1 日～同月末日

第7期 12月ＩＥ～同月28日

第Ｂ期 １月1 日～同月末日 ゛

第９期 ２月１日～同月末日

第10期 ３月１日～同月末日

北
小
金
駅
南
口
地
区
第
一
種
市
街
地
開
発

事
業
に
つ
い
て
の
説
明
会
開
催
に
つ
い
て

昨
年
、
県
知
事
に
よ
り
事
業
の

都
市
計
画
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
事
業
計
画
決
定
に
向
け
て

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
に
よ
り
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
出
席
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

小

金
地
区
・・
・
五
月

不

二
貝

且

午
後
二
時
か

ら
・
八
坂
記
念
館

二
階

ホ
ー
ル

小
金
原
地
区
六
月
五
日
午

後
二
時
か
ら

・
小

金
原

市
民
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

詳
細

ご・
都
市
整

備
課

東
部
お
よ
び
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー（
本
館
）
が
休
館

ｙ
休

館

期

間
・
・・
①

東

部

市

民

セ
ン

タ
ー
六
月
一
日
（
水
～
九
月

三
十

日
（
金

）
②

稔

台

市

民

セ
ン

タ

ー

ー
ハ

月

一

日

言

了

生

月
三
十
日
（
水
）

稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
別
館
は
平

常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。

詳
細
・
＝
地
域
振
興
課
施
設
係



私立幼稚園時に

補助金を支給します

公
認
の
私
立
幼
稚
園
に
四
、
五
歳
児
を

通
園
さ
せ
て
い
る
保
護
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
く
す
る
た
め
、
市
は
次
の
二
つ
の
補

助
金
事
業
を
行
い
ま
す
。

幼
稚
園
就
園

奨
励
費
補
助
金

対
象
六
十
三
年
六
旦
日

現
在
市
内
に
住
ん
で
い
て
、
公

認
の
私
立
幼
稚
園
に
四
、
五
歳

児
を
通
わ
せ
て
い
る
保
護
者
の

う
ち
、
六

十
三

年
度
の
市
民
税

所
得

割
額

が
九
万

五
千
円
以
下

の

世

帯
（
別
表
）

世
帯
の

中
で
二
人
以
上
の

所
得

が
あ
る
と
合
算
さ
れ
ま
す

。

未
申
告
の
人
は
七
月
二
十
日
（
水
）

ま
で

に
市
民
税
課
へ

申
告
し
て

下

さ
い

。

申
請
手
続
き
…
幼
稚

園
が
指
定

し

た
日
ま
で
に

「
保
育
料
等
減

免
措
置
に
関
す
る
調
書
」
　
六

月
に
幼
稚
園
か
ら
配

布
さ
れ
ま

す
）
を
通

っ
て
い

る
幼
稚
園
に

提
出
し
て
下
さ
い

。

幼

稚

園

児

補

助

金

対
象
六
十
三
年
五
月
一
日
現

在
市
内
に
住
ん
で
い
て

、
公
認

の
私
立
幼
稚
園
に
四

、
五
歳
児

を
通
わ
せ
て
い

る
保
護
者

補
助
金
額
・
五
歳
児
＝
一
万
九

千
円
、
四

歳
児
＝

一
万

円
（
と
も

に

年
額
）

申
請
手

続
き
・
ご
各
幼
稚
園
で
行

い
ま
す

。

市
外
の
幼

稚
園
に
通
わ
せ
て

い

る
場
合
は

、
各
幼
稚
園
か
教
育

委

員
会

庶
務
課
庶
務
係
へ
お
回

い
合
わ
せ
下

さ
い

。

支
給
時
期
…
幼

稚
園
就
園
奨
励

費
補
助
金
＝

十
二
月
中
旬
、
幼

稚
園
児
補

助
金
＝
七

月
中
旬

詳
細
：
各
幼
稚
園
か
教
育
委
員

会
庶
務
課
庶

務
係

元気に遊ぶ子どもたち

就園奨励費補助金の基準(ランク)および補助金

区
分

基準(63年度)市民税年額
補助金額

(年額)

Ａ 生活保護世帯・市民税が○円の世帯
106,500円

を限度

Ｂ
市民税所得割額が○円の世帯

(均等割のみ)

83,000円

を限度

C 市民税所得割額が

95,000円以下の世帯

48,100円

を限度

敬
老
お
こ
づ
か
い
９
月
に
支
給

6
9歳
以
上
の
人
は
申
請
を

・
対
象
上

六
十
三
年
四
月
一
日
現

在
松
戸

市
に

住
民
票
が
あ
る
満

六
十
九

歳
以
上

の
人

（
大
正
八

年
四
月

一
日
以

前
に
生
ま
れ
た

人
）

す

で
に

支
給
さ
れ
て

い
る
人
、

申
請
済
み

の
人

は
、
申
請
す

る

必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。

支

給
額
・・
七

千
円

（
所
得
や
年

金
に
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
）

申
請
先
・：
な
が
い
き
課
、

各
支

所
、
ま
た
は

常
盤
平
・
矢
切
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
印
鑑
か
持

参
し
て
申

請
し
て
下

さ
い
。

詳
細
＝
・
な

が
い

き
課
庶
務
係

床下薬剤散布
（　 ）は午後

期 日 散 布 町 会 ・ 自 治 会

6/1C水) 松戸新田第∠↓・仲井町

２(本) 竹ヶ花第１・第２吉井町・松戸新田第５

３(金) 相模台・胡録台大畑・胡録台高見

４(土) 緑ヶ丘第１・第２

６(月) 南花島
７(火) 松戸新田第１・松戸新田東・寒風台・（松戸新田第６）

８(水) 稔台第１・第３・第４

９休） 稔台第８・第９・第10 ・ 稔台南

10窗 稔台第２・第５・第６・（八柱造成也）

11(土) 稔台第7
１３(月) 上本郷第１

1400 上本郷第２

15･冰） 上本郷第３

16･困 北松戸・上本郷松郷

17愬 古ヶ崎新田

18山 古ヶ崎新田
20(月) 古ヶ崎本田第１・第２
21(火) 古ヶ崎本田第３・栄町４丁目
22(水) 栄町３丁目・５丁目・６丁目

23休） 栄町7丁目・ＢＴ目

24刪 栄町西・栄町坂川
27(月) 栄町1丁目・２丁目

雨で中止の 場合は全日程 終了後 になり ます。

詳 細 … 生 活 環 境 課 環 境 衛 生 係

市長の窓

こ
の
広
報
が
発
行
さ
れ
る
今

日
五
月
二
十
日
か
ら
、
千
葉
県

旅
券
事
務
所
東
葛
飾
分
室
が
Ｊ

Ｒ
松
戸
駅
西
囗
の
ち
ば
ぎ
ん
ビ

ル
四
階
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

日
本
の
経
済
の
発
展
や
旅
行

ブ
ー
ム
な
ど
に
よ
り
海
外
に
渡

航
す
る
方
々
が
年
々
増
え
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
海
外
に
旅
行
す

る
場
合
は
、
千
葉
市
に
あ
る
県

の
旅
券
事
務
所
に
赴
い
て
旅
券

の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

千
葉
市
に
行
く
に
は
、
直
通

の
交
通
機
関
が
な
く
意
外
に
不

便
で
、時
と
し
て
は
百

が
か
り

の
仕
事
と
な
っ
て
し
ま
う
ば
か

り
で
な
く
、
申
請
と
受
領
の
二

回
の
ほ
か
に
三
度
、
四
度
と
通

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

東
葛
地
区
の
旅
券
申
請
件
数

を
み
ま
す
と
、

年
々
著
し
く
増

加
し
て
お
り
、

昨
年
は
、
県
総

数
の
二
五
％
を

超
え
る
四
万
四

千
件
余
り
も
あ

り
ま
し
た
。

随
っ
て
松
戸

市
に
旅
券
事
務

所
を
誘
致
す
べ

き
で
あ
る
と
の

声
は
、
こ
の
と

こ
ろ
大
変
高
く
な
り
、
市
議
会

は
も
と
よ
り
、
市
政
協
力
委
員

の
会
議
で
も
質
問
や
要
望
が
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
東
京
都
は
例
外

と
し
て
、
旅
券
事
務
所
は
府
県

に
一
力
所
設
置
が
建
前
の
よ
う

で
し
た
が
、
最
近
で
は
人
口
の

多
い
府
県
か
ら
次
第
に
二
ヵ
所

設
置
の
方
向
に
動
き
始
め
て
い

ま
す
。

そ
の
人
口
が
全
国
六
番
目
と

な
る
の
も
間
近
い
と
言
わ
れ
る

千
葉
県
で

す
か
ら
、
や
が
て

本
県
に
も
も
う
一
カ
所
旅
券
事

務
所
設
置
の
順
番
が
廻
っ
て
く

る
と
判
断
し
た
私
は
、
松
戸
市

内
に
設
置
さ
れ
る
よ
う
昨
年
か

ら
県
に
対
し
て
働
き
か
け
て
来

ま
し
た
。

昨
年
八
月
に
は
文
書
で
沼
田

知
事
に
陳
情
し
牟

石

に
は
、

千
葉
県
市
長
会
に
お
い
て
、
松

戸
市
提
案
の
「
旅
券
事
務
所
の

東
葛
飾
地
域
設
置
に
つ
い
て
」

の
議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

松
戸
市
が
提
案
者
と
な
っ
た

こ
の
議
案
が
可
決
さ
れ
た
こ
と

は
、
松
戸
市
内
へ
の
旅
券
事
務

所
の
設
置
に
つ
い
て
、
大
き
な

力
と
な
り
ま
し
た
。

県
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う

な
推
移
を
ふ
ま
え
、
当
面
松
戸

市
内
に
旅
券
事
務
所
の
分
室
を

設
置
す
る
腹
を
固
め
、
昭
和
六

十
三
年
度
の
予
算
に
関
係
経
費

を
計
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。し
か
し
、
松
戸
市
内
設
置
に

つ
い
て
、
異
論
が
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
一
時
は
心
配
な

事
態
も
あ
り
ま
し
た
が
、
地
元

選
出
県
会
議
員
の
方
々
の
御
協

力
、
お
骨
折
り
に
よ
り
、
事
な

き
を
得
ま
し
た
。

当
面
は
、
分
室
と
し
て
週
三

回
開
設
さ
れ
る
の
で
す
が
、
松

戸
市
民
は
勿
論
、
近
隣
都
市
の

方
々
に
と
っ
て
も
格
段
に
便
利

に
な
る
で
し
ょ
う
。

県
で
は
、
外
務
省
と
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
を
進
め
、
三
ヵ
年
を

目
標
に
、
分
室
か
ら
事
務
所
へ

の
昇
格
を
図
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

そ
の
一
日
も
早
い
実
現
の
為

今
後
共
努
力
を
続
け
る
こ
と
を

お
約
束
い
た
し
ま
す
。

旅
券
事
務
所
の
開
設
に
つ
い
て

宮
間
満
寿
草

込み合う旅券事務所の窓口

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

５月

６月

陶

芸
教
室
陶
松
生
徒
作
品
展
＝
一
五
月
二
十
二
日
ま
で

麦

の
会
第
十
二

回
展
＝
五

月
二
十
二
日
ま
で

・
第
二
十
三
回

松
戸
市
書
道
連
盟
展
＝
・
五
月
二
十
四
日
上

平

九
日

松
戸
東
葛
地
区
高
校
美
術
展
六
月
一
日
～
十
日

開
館
時
間
は
月
曜
・
祝
日
を
除
く
毎
日
午
前
十
時
～
午
後
六
時

（
初
日
と
最
終
日
は
時
間
の
変
更
も
あ
り
ま
す

（
文
化

ホ
ー
ル

四
6
7－
7
8
1
0

琶

映
画
と
人
形
劇
お
は
な

し
キ
ャ
ラ
バ
ン

入
場
無
料
・
三
～
九
歳
く
ら
い
が
対
象
）

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
で
ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」容
6
3－

０
）０
）０
）０
）
苜

二

十
七
日

二

十
六
日

五

月
二

十
五
日

期

日

馬

橋

市

民

セ
ン

タ

ー

小

金
原

市
民
セ
ン
タ
ー

図

書

館

本

館

会

場

午
後
三

時
～
四

時

午
後
三

時
止

二
時
三
十
分

時

間

定
員
に
な
っ
た
場
合
に
は
入
場
を
お
断
り
し
ま
す
。

・
詳
細
＝
・
市

立
図

書
館
四
6
5－
5
1
1
5

番

常盤平市民センター本館

７／31まで休館

常盤平市民センター本館

は、改修工事のため、７月

31日（日）まで休館します。

改修中、予約などの受け

付けは、常盤平支所で行い

ます。

支所・市民セン ターへの

車での来場は、ご遠慮下さ

い。

E〉詳細…常盤平支所Q87

2131 番

６／１～７は水道週間

水道相談所を開設

日時…６月５日（日）午前10 時

～午後３時

会場…伊勢丹松戸店前、北小

金駅前南口八坂神社跡地、西

友常盤平店前

内容…給水装置の展示、パッ

キン交換方法の実演、パッキ

ン・風船などの無料配布

詳細…県水道局松戸営業所庶

務課容68 ―6141 番、 または市

水道部庶務課庶務係

中小企業設備貸与制度

リース制度
割 賦 制 度

一 般 新技術体化

貸し付
け対象
者

主として従業

員80人以下の

中小企業者

主として従業

員20人以下の

中小企業者

主として従業

員部人以下の

中小企業者

貸与限度額 5,倔万円以下 2,沺 万円以下 5,皿 万円以下

貸与期間 3 年～フ年 ４年半 ６年半

受付け…(財)千葉県中小企業

很興公社、商工会議所、東葛

飾支庁商工労政課

詳細…(財)千葉県中小企業振

興公社登0472―42―2126番



6/1 ～14図書館が休館

図書館は６月１日( 水) から14

日( 火) までの間、本館・分館・

移動図書館車みどり号 とも図書

特別整理期間のため休館し ます。

詳細…市立図書館065-5115

番

市税の収納

５月29日(日)も行います

昭和62年 度分の市税の納付を

忘れている人は、５月29 日（日）

も市役所収納課、各支所で、午

前９時から午後４時まで取り扱

いますので、ぜひ、納入して下

さい。

β詳細…収納課管理係市立保育所臨時保母募集

職種…①代替保母（保母有資

格者）②延長保育保母

採用…名簿登録をして、住所

地近くの保育所に必要が生じ

た場合に勤務

詳細…保育所課保育指導係

学校外での事故に備えて

学童災害共済制度

共済期間…４月１日～64年 ３

月31 日

掛 金…１人年間100 円

見舞金…負傷程度に応じて最

低５千円から最高50 万 円まで

( ただし、交通事故 一風水害

・震災による事故は支給され

ません)

申 込み…①市内小中学校児童･

生 徒は各学校に申し込んで下

さい②市内在住の市外小中学

校児童･生 徒は､ 教 育委員会保

健体育課に申し込んで下さい。

詳細…保健体育課保健係

下水道使用料

徴収事務の委託

徴収委託区域…県営水道給水

区域内の下水道処理区域

徴収受託者…千葉市富士見2

-15- 1 第一環境事業株式会

社代表取締役社長・丹澤利晃

徴収委託期間…63年４月１日

～64年３月31日

詳細…計画業務課水洗普及係

市中小企業資金融資制度

一部金利が引き下げに

資金名 融資額 返済期間利率

運転資金 500万円
以内
３年以内

１年以内
年5,0％

(現行ど
おり)

３年以内
年5.5％
(5.9％)

7年以内
年5,7％
(6.1％)

設備資金 1000万円
以内
7年以内

一部利子補給があります。

詳細…商工課融資係

婦人就業技術講習会

縫製（動力ミシン）

期間… ７月７日～10 月31 日の

毎週月・火・木・金曜日( 週

４回、計42 日間)

時 間…午前10 時～午後４時

定員…20 人

対象…就業 を希望している婦

人で洋裁が多少できる人

費用…無料(教 材費自己負担)

子供同伴の受講はできません。

申込み…６月６日(月) ～ ９日

(木) に、直接本人が印鑑・八

ガキを持参し、千葉県婦人就

業援助センター( 千葉市千葉

港４－３県経営者会館３階、

00472-47-8541 番) へ

国民金融公庫

融資制度を改善

貸付限度額…2,700 万円から

3,500万円に引き上げ

貸付期間…運転資金5年以内，

設備資金10年以内

金利…年5.5%( 固定金利)

詳細…国民金融公庫松戸支店

067-1191 番

５月は

特別土地保有税(保有分)の

申告納付月です

対象…①63年１月１日現在、

市内に一定の要件で、5,000

m2以上の土地を保有してい

る個人および法人。②57年４

月１日から61年１月１日まで

の間に、市内の市街化区域内

に500～5,000m'未満の一団の

土地を取得して、63年１月１

日現在保有し、住宅等の有効

利用がされていない個人およ

び法人

納付期限…５月31日(火)

詳細…税制課諸税係

巡回経営・融資相談

日時…６月１日(水)午前10時

30分～午後３時30分

会場…東部支所

内容…経営および融資全般

相談者…中小企業経営コンサ

ルタント、商工課融資係

費用…無料

詳細…商工課振興係

健 康 体 操 会 員 募 集

曜日 時 間 会 場 連 絡 先

火

午前10時 ～正午 ．
運 動 公 園 小 体 育 室

田 中 昔利 一1935 番

午後1時～３時 石 毛S87-4834 番

午 前９ 時30分～11時 常盤平 体育館小体育 室 安 藤S87-6417 番

午 前10時～11時30分 松 飛 台 市 民 セ ン タ ー 田 辺 登86 －0542 番

水
午前10時～正午 運 動 公 園 小 体 育 室

小 祝　S68-2169 番

木

田 中S41-1935 番

午前９時30分～11時 常 盤平体育館小体育 室 安　藤　S87-6417 番

午後１時30分～３時 五 番 街 集 会 所 吉 見S41  -9566 番

金
午前10時～正 午

運 動 公 園 小 体 育 室

小 祝 昔68 －2169 番

午後1 時～３時 石毛S87-4834番

土 午後３時～４時30 分 山 本 昔63 －5629 番

日 午前９時30分～11 時 常盤平体育館小体育 室 関86 ― 8628R（午後６時以降）

対象…日曜コースを除いて、すべて女性のみ

安
全
な

駅
前
に

放
置
自
転
車
を
な
く
そ
う

四
月
に
稔
台
駅
南
口
第
一
自
転
車
駐
車
場
が
完
成
し

市
内
全
駅
周
辺
が
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
な
り
ま
し

た
が
、
放
置
さ
れ
る
自
転
車
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

自
転
車
は
、
必
ず
自
転
車
駐
車
場
に
置
い
て
下
さ
い

移
送
さ
れ
た
放
置
自
転
車
は
二
ヵ
所
の
自
転
車
保
管
場

所
で
お
預
り
し
て
い
ま
す
。

後
を
絶
た
な
い

放
置
自
転
車

松
戸
市
で
は
、
本
年
四
月
十
七

日
、
稔
台
駅
周
辺
を
最
後
に
、
市

内
十
六
全
駅
周
辺
が
、
自
転
車
放

置
禁
止
区
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
駅
前
に
放
置
さ
れ

る
自
転
車
が
、
後
を
絶
た
な
い
の

が
現
状
で
す
。

昨
年
度
、
市
内
の
放
置
自
転
車

の
移
送
台
数
は
一
万
二
千
四
百
七

十
八
台
に
も
上
り
ま
す
。

特
に
違
法
駐
車
の
目
立
つ
場
所

は
、
松
戸
駅
・
新
松
戸
駅
・
馬
橋

駅
　
・
八
柱
駅
・
五
香
駅
な
ど
で

す
。

迷
惑

な
路

上
駐
車

思

わ

ぬ
事
故
も
誘
発

市
内
十
六
駅
、
す

べ
て
の
駅

周

辺
に
、
五
十
二
ヵ

所
・
三
万

九
千

二

百

十
二
台
分
の
自
転
車
駐

車
場

が

設
置
し
て

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
込
み
合
う
駅
周
辺
に
は

複
数
の
自
転
車
駐
車
場

を
設
置
し

て

あ
り
ま
す
の
で

、
一
ヵ

所
が
い

っ
ぱ
い

な
と
き

は
、
面
倒
で

も
、

ほ
か
の
駐
車
場
を
探
し

、
路
上
に

駐
車
し
な
い
で
下
さ
い

。

駅
周
辺
は
、
多
く
の
人

や
車
で

込
み
合
う
危
険
な
場
所
で
す
。

路
上
に
駐
車
し
て
あ
る
自
転
車

が
原
因
で
思
わ
ぬ
事
故
が
起
き
ろ

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

駅
に
近
い
人
は
、
な
る
べ
く
歩

い
て
下
さ
い
。

市
民
一
人
一
人
の
協
力
で
安
全

で
住
み
よ
い
街
を
作
り
ま
し
よ
う

返

還

は

自
転
車
保
管
場
所
へ

放
置
自
転
車
や
、
自
転
車
駐
車

場
に
二
週
間
以
上
放
置
し
た
自
転

車
は
、
市
内
二
ヵ
所
の
自
転
車
置

場
で
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

四
月
か
ら
、
月
一
回
土
曜
日
の

返
還
も
し
て
い

ま
す
の
で

、
別
表

の
時
間
内
に
引

き
取

り
に
き
て
下

さ
い
。

返
還
に

必
要
な
も
の

＝
・
①
身
分

証
明
書

②
印
か
ん

③
移
送
保

管

料
（
千
円
）
④
自
転
車
の
カ
ギ

自
転
車
に
住
所
・
氏
名
が
明
記

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
ハ
ガ
キ

で
通
知
し
て
い
ま
す
。

詳
細
…
安
全
課
安
全
係

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

保管自転車の返還時間

移送
場所
返還日 時 間 返還場所

流常山 磐

線 線

各 各

駅 駅

月曜日

木曜日

第２

土曜日

午

後
２

時
Ｓ

５
時

八土

曜
日
は

午
前
９
時
Ｓ
正

午
Ｗ

新
ａ 新 松

43松 戸
戸 保
５７ 管

３
１ 場
５２ 所
４２
番４

東 新

武 京

線 成

六 線

実 各

駅 駅

火曜日

金曜日

第３

土曜日

八
日 柱

92暮 保

２ 管
7２場

07所
フ
４

番

歩行者や車のじやまになる違法駐車はやめましよう

増

え

る

ペ

ッ

ト

の

苦

情

飼

い

主

は

愛

情

と

責

任

を

ペ
ッ

ト
は
、
飼
い
主
に
と
っ

て
非
常
に
か
わ
い
い
も
の
で
す
。

で
も
、
飼
い
方
の
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
と
、
ご
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

松
戸
保
健
所
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
が
、
犬
に

関
す
る
苦
情
の
中
で
一
番
多
い
の
が
「
犬
の
放
し
飼
い
」
、
次
い
で
「
鳴

き
声
」
、
「
悪
臭
・
汚
物
」
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

飼
い
方
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
だ
れ
か
ら
も
愛
さ
れ
る
ペ
ッ
ト
に
し

ま
し
よ
う
。

個
別
調
査
で
未
登
録
犬
の
発
見
率
県
内
一

六

軒

に

一

頭

の

割

合

犬
を
飼
っ
て

い
る
人
は
、

毎
年

一
回
、
畜
犬
登
録
と
狂
犬
病
予

防

匹
射
を
さ
せ

る
こ
と

が
義
務

づ
け

じ
れ
て

い
ま
す
。

六
十
二
年
度
中
に
市
内
で
登

録

さ
れ
た
犬
は
、
一
万
一
千
百
十
三

頭
で
し
た
。

畜
犬
登
録
は
年
々
増
え
、
犬

が

飼
え
な
い
共
同
住
宅
な
ど
を
除
く

と
、
六
～
七

世
帯
に
一
頭
の
割

合

で
犬
を
飼
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

市

職

員

が

個

別

調

査

近
隣
の
市
に
比
べ
る
と
、
松
戸

市
の
畜
犬
登
録
数
は
、
人
口
の
割

に
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

人
口
や
世
帯
数
が
松
戸
市
よ
り

も
多
い
の
に
、
逆
に
畜
犬
登
録
数

は
松
戸
市
を
下
回
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
松
戸
市
の
未
登
録
犬

が
少
な
い
か
ら

な
の
で

す
。

松
戸
市
で
は

、
毎
年
十
月
か
ら

翌
年
一
月
に
か
け
て

、
市
職
員
が

市
内
全
域
を
調
査
し
、
未
登
録
犬

を
発
見
す
る
と
、
ハ
ガ
キ
な
ど
で

通
知
し
て
、
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
る
ふ
つ
に
指
導
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
個
別
調
査
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
は
、
県
内
で
も
松

戸
市
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

62年度畜犬登録数

千 葉 市 15,987頭

松 戸 市 11,113頭

船 橋 市 10,342頭

市 川 市 ﾌ,449頭

柏 市 ﾌ,219頭

流 山 市 3,858頭

野 田 市 3,800頭

習志 野市 2,460頭

浦 安 市 2,3ﾌ6頭

県 全 体 136,893頭

市 内畜犬 登録数

59年度 9,116頭

60年度 10,388頭

61年度 10,553頭

62年度 11,113頭

危
険
で
す
犬
の
放
し
飼
い

飼
い
主
に
は
賠
償
責
任
も

犬
を
放
し
飼
い
に
す
る
と
、
他

人
を
か
ん
だ
り
、
野
良
犬
と
ま
じ

っ
て
狂
暴
化
し
た
り
、
ほ
か
の
犬

か
ら
病
気
を
移
さ
れ
た
り
と
、
危

険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

飼
い
犬
が
他
人
に
ヶ
ガ
を
さ
せ

た
場
合
な
ど
、
飼
い
主
は
、
そ
の

損
害
を
賠
償
す
る
責
任
が
あ
り
ま

す
（
民
法
第
七
一
八
条
）
。

裁
判
で
飼
い
主
に
損
害
賠
償
を

命
じ
た
例
で
は
、
次
の
よ
う
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

１
首
輪
が
ゆ
る
く
な
り
、
抜
け
て

外
に
飛
び
出
し
て
人
を
か
ん
だ
。

２
大
型
犬
を
子
供
に
散
歩
さ
せ
た

た
め
に
、
通
行
人
を
倒
し
、
ケ

ガ
を
さ
せ
た
。

３
犬
に
ほ
え
つ
か
れ
た
り
、
襲
わ

れ
て
転
倒
し
、
骨
折
し
た
。
ま

た
、
逃
げ
よ
う
と
し
て
自
動
車

に
は
ね
ら
れ
た
。

４
他
人
の
店
舗
や
敷
地
内
に
侵
入

し
て
、
商
品
を
壊
し
た
り
、
庭

を
荒
し
た
。

５
他
人
が
所
有
す
る
犬
や
小
動
物

を
か
み
殺
し
た
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
飼
い
主
の

責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
犬
の
鳴
き
声
で
不
眠
症

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
っ
た
と
し
て

訴
え
ら
れ
、
六
十
万
円
の
慰
謝
料

を
命
じ
ら
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

飼
い
主
は
、
十
分
に
注
意
し
て

下
さ
い
。

犬を散歩させるときは、必ずシャベルやビニール袋を持って

公
園
や
道
路
は
犬
の
ト
イ
レ
？

フ
ン
の
始
末
は
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
で
す

犬
の
フ

ン
や
尿
に
は
、
寄
生
虫

の

卵
や
い
ろ
い

ろ
な
バ
イ
菌
が
入

っ
て
い
て

、
道
路
や
公
園
な
ど
に

や

た
ら
に

排
せ

つ
さ
れ
る
と
、
非

常
に
不

衛
生
で

す
。

最
近
、
「
家
の
前
に
フ
ン
を
さ

れ
る
」
、
「
門
柱
に
毎
日
オ
シ
ッ
コ

を
か
け
ら
れ

る
」
と
い
っ
た
苦
情

が
数
多
く

あ
り
ま
す
。

だ
れ
だ
っ
て

自
分
の
家
の
前
に

フ
ン

が
あ

っ
た
ら
、
気
分
が
良
い

は

ず
は
あ

り
ま
せ
ん
。

犬

を
散

歩
さ
せ
る
と
き
は
、
シ

ャ
ベ
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
持
ち
、

フ
ン
の
後

始
末
を
必
ず
し
て

く
だ

さ
い

。

犬
の
フ

ン
の

始
末
は
、
飼
い
主

の
モ
ラ
ル
の

問
題
で

す
。
ど
ん

な

に
犬

を
か

わ
い

が
っ
て

い
て

も
、

フ
ン

を
そ

の

ま
ま
に
し
た
の
で
は

、

飼
い
主
の

良
識
が
疑
わ
れ
て
し
ま

い
ま

す
。

犬

を
飼
う
と
い
う
こ
と
は

、
自

分
の
飼
い
犬
に

責
任
を
持
つ
こ
と

な
の
で

す
。

犬
を
捨
て
な
い
で

引

っ
越
し

を
す
る
、
家
庭
の

事

情

が
変
わ
っ
た
な
ど
で

、
ど

う
し

て
も
犬

が
飼
え
な
く
な

っ
た
と
き

は
、
保
健
所
に
相
談
し
て
下

さ
い
。

松
戸
保
健
所
で
は
、
毎
週
木
曜

日
の
午
前
九
時
十
分
～
九
時
四
十

分
の
間
、
不
用
犬
の
引
き
取
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

六
十
二
年
度
は
、
四
百
四
十
八

頭
の
犬
を
引
き
取
り
ま
し
た
。

飼
犬
な
く
な
っ
た
犬
は
、
絶
対

に
捨
て
な
い
で
下
さ
い
。
野
犬
化

し
て
、
大
変
危
険
で
す
。

小
さ
く
で
も
大
切
な
生
命
。
無

責
任
に
処
分
せ
ず
、
一
生
大
切
に

か
わ
い
が
り
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
、
野
犬
の
捕
獲
や
飼

い
犬
に
つ
い
て
の
相
談
・
苦
情
は

松
戸
保
健
所
食
品
衛
生
課
四
6
1－

り乙
Ｉ
り
￥
上
番
へ

飼
い
犬
が
人
を
噛
ん
だ
ら

恐
ろ
し
い
狂
犬
病
を
防
ぐ
た
め
に

も
し
飼
い
犬
が
他
人
に
か
み

つ
い
て
し
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
保

健
所
に
届
け
出
て
下
さ
い
。

六
十
二
年
度
中
に
、
大
が
人

を
か
ん
だ
と
い
う
届
け
出
は
、

松
戸
保
健
所
管
内
で
五
十
七
件

あ
り
ま
し
た
。

届
け
出
を
受
け
た
保
健
所
で

は
、
獣
医
師
に
狂
犬
病
の
鑑
定

を
依
頼
し
、
狂
犬
病
予
防
注
射

を
し
て
い
な
い
犬
に
は
、
注
射

を
受
け
さ
せ
ま
す
。

昨
年
度
起
き
た
咬
傷
犬
事
件

の
う
ち
、
約
三
分
の
二
が
注
射

を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

狂
犬
病
は
、
幸
い
な
こ
と
に

昭
和
三
土

年
以
後
日
本
で
は

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
い
っ

た
ん
発
病
し
た
ら
助
か
ら
な
い

と
い
う
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

世
界
的
に
み
る
と
、
狂
犬
病

発
生
の
な
い
地
域
は
、
日
本
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
、
限
ら

れ
た
部
分
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

恐
ろ
し
い
狂
犬
病
を
防
ぐ
た

めに
、
年
に
一
度
の
登
録
と
予
防

注
射
は
、
必
ず
受
け
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

心配ごと相談

期日 時間 会 場

6/1
(水)
午前10時
Ｓ
午後３時

常 盤 平 支 所

新松戸市民センター

２
(木)

小金原市民センター

３
(金)

市役所市民相談コーナー

圉 譫言巡 小 金 支 所
涓 ）

午前10時
Ｓ
午後３時

馬 橋 支 所

(貼 六 実 支 所

(習)
市 役 所
市民相談コーナー(基)

ぷ ）

詳細…社会福祉協議会容68－

0503番

婦
人
問
題
に
関
す
る

意
見
を
募
集

テ

ー
マ
・
＝
「
西
暦
二
、
〇
〇
〇

年
に
向
け
て
の
私
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
ー

男
女
共
同
参
加
型

社
会

の
形
成
を
め
ざ
し
て
ー
ー

※
タ
イ
ト
ル
は
自
由

。
内
容
は
テ

ー
マ
に
即
し
た
も
の

▽
対
象
・
・・
性
別

・
年
齢

を
問
わ

ず

だ
れ
で
も

▽
応
募
方
法
・
＝
千
字
程
度
四
百

字
詰
原
稿
用
紙
（
Ｂ
５

）
で

横
書

き
に
ま
と
め
、
別
紙
に
タ
イ

ト
ル

・
氏

名
・
年
齢
・
性
別

・

職
業
ま
た
は
学
校
（
学
年
）
・

所

属
団
体
・
グ
ル

ー
プ
・
住

所
・

電
話
番
号
を
書
い
て
、
六
月
三

十
日

采

）
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に

、
〒

二
六
〇
－

九
一
千

葉
市

市
場
町
一
丿
一
県
社
会
部
青
少

年
婦
人

課
（
容
0
4
7
2

－
2
3

－
2
0
6
1

番
）
へ
郵

送
で

商
業
統
計
調
査
に

ご

協

力

を

六
月
一
日
現
在
で

、
全
国
一
斉

に

商
業
統
計
調
査

が
実
施
さ
れ
ま

す
。こ

の
調
査
は
、
卸
売
業
・
小
売
業

を
営
む
す

べ
て
の

商
店
を
対
象
と

す
る
調
査
で
、
わ

が
国

の

商
店
の

販
売
活
動
の
実
態
や
分
布

状
況
、

お
よ

び
商
品
の
流

通
状
況
な
ど
を

明
ら
か
に
す

る
た
め
に

、
通
商
産

業
省
が
行
う
も
の
で
す
。

調
査
は
、
知
事
か
ら

任
命
さ
れ

た
調
査
員
が
五
月
下

旬
ご
ろ
に

訪

問
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

調
査
票
は
、
統

計
法
に
よ

り
秘

密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で

、
正
確

に
記
入
し
て
下

さ
い
。

▽
詳
細
・・・
総
務

部
庶
務
課
統
計
係

矢切公民館成人講座

第１期生募集

対象…市内在住・在勤で16歳

以上の人

定員…各30人（先着順）

申込み…ハガキに希望科目・

氏名・年齢・住所・電話番号

を明記し、〒271 松戸市上矢

切299-1 矢切公民館へ

直接窓口でも受け付けます。

月曜日は休館

詳細…矢切公民館S68-1241

～3 内線44 ・ 45番

科 目 日 時 内容 講 師 教材費

ク ラシッ

ク 音楽

６／４～ ８／６
毎 週土曜日

午 後２時～
４時

ﾚｺｰ ﾄ 鑑゙賞
(ベートーヴ
ェンモーツァ
ルトなど

吉田 敏夫氏 1,000円

英 会 話
5/25 ～7/27
毎 週水曜日

午後１ 時～
３時

あいさ つ・ものの尋

ね方など の日 常会話

C.J. ディブ

ウイード 氏

1,700円

お琴入門
5/26 ～7/28
毎 週木曜日

午後１ 時30分
～ ３時30分

練 習曲｢ さくら｣｢ 吉

野山｣｢ 福寿 草｣｢かぞ

えう た｣ など

渡辺　 禎子氏

し ま す

俳句教 室

5/24 ～8/16
毎 週火曜日

午後１ 時～
３時

俳 句の実作、房総 地

方 の俳諧史 ・文献 ・

句碑など を紹介

井上脩之介氏 無 料

自 分史 の

作 り 方

教 室

６／５～8/14
毎 週日 曜日

午後２ 時～
４時

自 分史の作り 方 ・文

章表記上の心得 ・自

費出 版と 編集など

神谷　善倫氏 2,500円

健康づくり指導者養成講座

｢現代健康考｣

期日 時間 会場 テーマ ・講 師 持ち 物

6/15

(水)

午前10や

幸

農
混
言
了

皇
室
禺

指鑒

｢ ほんとう に運 動
は必要なのが｣
健康 一体力づくり
事業財団
青木 高氏

筆記用具

22

(水)

｢ 運動をし
てもや

せな い人のため の

食事学｣
筑波大学助教授

鈴木 正成 氏

29

(水)

籍

110
幹

訌

｢ 運動によるケガ

と 救急処置( その
２)｣

東京都補装具
研究所所長
土肥徳秀氏

筆記 用具、

運動着

運動 靴

スポ ーツ

タ オル

対
象
職
場
や
地
域
で
健
康
・

体
力
づ
く
り
名

謀

し
て
い

る

人
、
お
よ

び
興
味
が
あ

る
人
（
全

講
座
に
参
加
で
き

る
人

優
先
）

定

員
＝
・
先

着
八
十
人

ｙ
費
用
…
無
料

申
込
み
…
五
月
二
十

一
日

全

）

午
前
九
時
か
ら

、
来
所
ま
た
は

電
話
で

健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
四

6
5－
5
5
8
8

番
（
直
通
）
、
6
8

－
1
2
4
1

～
３
内

線
5
3～
5
5

番
へ



花
と
緑

庭
木
の
入
れ
と

増
や
し
方
（
マ
ツ
類
）

庭
の
主
木
と
し
て
、
ま
だ
、

門

扉
の
片
側
に
植
え
て
引
き
立

た
せ
る
門
か
ぶ
り
な
ど
、
多
く

の
松
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
仕
立
物
と
い
わ
れ
、

形
の
完
成
し
た
も
の
を
植
え
ま

す
が
、
植
え
た
後
、
手
入
れ
が

行
き
届
か
な
い
と
形
が
く
ず
れ

て
見
ぐ
る
し
く
な
り
ま
す
。

素
人
で
は
手
入
れ
が
難
し
く
、

植
木
屋
さ
ん
に
頼
ら
な
い
と
維

持
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

以
前
よ
り
値
え
付
け
る
人
が
少

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
植
え
た
の
で
す
か

ら
、
難
し
い
手
入
れ
は
無
理
と

し
て
も
、
一
般
的
な
こ
と
は
自

分
で
行
い
た
い
も
の
で
す
。

種

類

ク
ロ
マ
ツ
、
ア
カ
マ
ツ
、
ゴ

ヨ
ウ
マ
ツ
、
タ
ギ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ

な
ど
が
、

多
く

植
え
ら

れ
ま
す
。

主

な

手

入

れ

（
み
ど
り
つ
み
）
新
芽

が
五
～

十
㌢
に
伸
び
た
時
に
、
そ
の
先

端
の

三
分
の
一
を
つ
み
と
り

ま

す

。
新
芽

の
本
数
は
三
本
く
ら

い
と
し

、
ほ

か
は
元
か
ら
つ
み

と
り
ま
す

。
た
だ
つ

み
と
る
だ

け
で
な
く

、
枝
振
り
を
考
え
て

行
う
と

良
い
で
し

ょ
う
。

（
葉
む
し
り
と

剪
定
）
秋
に
行

い
ま
す
。
ま
ず

、
木
の
形

を
く

ず
さ
な
い
よ
う
に

、
込
み

す
ぎ

た
枝
や
枯
れ
枝
を
切
り

ま
す
。

形

が
整

っ
た
ら
葉
む
し
り

を
し

、

一
本
の
枝
に
十
五
二
十
葉
を

つ
け

ま
す
。

増

や

し

方

庭
木
と
し
て

は
、
家
庭
で
増

や
す
こ
と
は

あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
が
、

鉢
植
え
と
し
て

楽
し
む

に

は
、
種
子
か
ら
育
て

る
と
、

庭
木

と
は
別
の
意
味
で
楽
し
む

こ
と

が
で

き
ま
す
。

（
種
子

と
り
）
秋
に
入
る
と
、

松

カ
サ
が
褐

色
に
色
づ
き
ま
す

。

こ
の
時
期
に
こ

れ
を
取
り
、
カ

サ
を
む
し
り
取

っ
て

、
付
け

根

の
種
子
を
取
り
出
し

ま
す
。
種

子
に
つ

い
て
い

る
羽
は
取
り

去

り

ま
す

。

（
播
き
方
）
採

種
し

た
種
子

を

平
鉢
に
播
き
ま
す
。
用
土
は
、

赤
玉

土
を
使

っ
て
下
さ
い

。
播

く
時

期
は
、
三
月
上
旬

ご
ろ

が

最
適
で

す
。
発
芽
後
、
苗
の
大

き
さ
が
四
～
五
㌢
く
ら
い
の
時

に
移

値
し

ま
す
。
露
地
植
え
に

す
る
と

、
三

年
で
七

十
～
八
十

㌢
に
生
長
し
ま
す
。
移
植
は
、

新
芽
が
出

る
前
の
二
月
下

旬

ご

ろ
が
適
期
で
す

。
ま

た
、
鉢
づ

く
り
は
形
を
整
え
、

盆
栽

と
し

て

楽
し

め
ま
す
。

▽
詳
細
：
公

園
緑
地
課
緑
化

係
新芽は先端の３分の１をつむ

生活の知恵

高齢者を悪徳商法から守ろう

社
会
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
高
額
商
品
を
言
葉
た
く
み
に

売
り
つ
け
ら
れ
る
な
ど
、
お
年
寄
り
の
消
費
者
被
害
が
増
え
て

い
ま
す
。

市
の
消
費
生
活
相
談
に
寄
せ
ら
れ
た
事
例
を
も
と
に
、
お
年

寄
り
の
被
害
に
特
有
の
問
題
を
探
り
、
そ
の
防
ぎ
方
を
考
え
て

み
ま
し
よ
う
。

目
立
つ
訪
問

販
売
ト
ラ
ブ
ル

昨
年
度
に
受
け
付
け
た
四
百
八

十

一
件
の
相
談
中
、
三
十
六
件
（
七

・
五
％
）
が
六
十
歳
以
上
の
人
に

関

し
て
の

も
の
で

し
た
。

そ
の

半
数
近
い
十
七
件
は
訪
問

販
売
で
の

ト
ラ
ブ
ル
で

、
こ
れ
は

他
の
年
代
層
よ
り
も
か
な
り
高
い

率
と
な

っ
て
い
ま

す
。

高
齢
者
の
弱

み
に

つ

け
こ
む
手

口

お
年
寄
り
の
相
談
に
多
い
ケ
ー

ス
と
し
て
、
契
約
内
容
が
良
く
わ

か
ら
な
い
の
に
強
引
に
契
約
さ
せ

ら
れ
た
、
話
し
相
手
が
ほ
し
か
っ

た
の
で
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
世
間
話

を
し
て
い
た
ら
契
約
に
応
じ
て
し

ま
っ
て
い
た
な

ど
が
あ

り

ま
す
。

ま
た
、
お
年
寄
り
は
、

健
康
と
老
後
の
資
金
の

問

題
に
強
い
関
心
を
持

っ
て
い

る
こ
と
を
ね
ら

っ
て

、
「
こ
の
健
康
食

品
は

体
に

良
い
」

と
か
「
絶
対
に

も
う
か
る
」
「
い
ま
な
ら
半
額
」
と

い

っ
た

勧
誘
で

惑
わ
す

手
口
も
よ

く
使
わ
れ

ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で

被
害
の
防
止
を

高
齢
化
や
核
家
族
化
か
進
む
に

つ
れ
て
、
お
年
寄
り
め
あ
て
の
悪

質
商
法
は
今
後
も
増
加
し
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
市
で
は

高
齢
者
向
け
の
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ

卜
の
配
布
や
講
座
（
シ
ル
バ
ー
消

費
者
教
室
）
の
開
催
に
よ
っ
て
、

お
年
寄
り
の
消
費
者
被
害
の
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
悪
質
商
法

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
お
年
寄
り
を

孤
独
な
状
態
に
置
か
な
い
こ
と
が

最
も
大
切
で
す
。

家
族
や
近
所
同
士
の
人
間
関
係

の
中
か
ら
お
年
寄
り
が
抜
け
落
ち

て
い
な
い
か
、
見
直
し
て
み
て
下

さ
い
。

》
詳
細
・：
消
費
生
活
課

消
費
生
活

係

ウ
ソ
だ
っ
た
電
話

機

の
契
約
（
事
例

）

一
人
で
留
守
番
を
し
て
い
る
時

に
、
電
話
機
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が

訪
ず
れ
、
黒
電
話
は
間
も
な
く
使

え
な
く
な
る
の
で
取
り
換
え
る
よ

う
し
つ
こ
く
す
す
め
ら
れ
た
。
半

信
半
疑
で
い
た
が
根
負
け
し
て
契

約
に
応
じ
た
。
契
約
書
は
セ
ー
ル

ス
マ
ン
が
書
い
た
が
、
高
齢
の
た

め
信
販
会
社
が
使
え
な
い
と
困
る

か
ら
と
、
孫
の
名
義
に
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
孫
に
迷
惑
を
か
け
た
く

な
い
の
で
解
約
し
た
い
。
（
七
十

五
歳
・
無
職
・
男
性
）

ハ

イ

まちの話題をお知 らせ下さい。

チ
ビ
ッ
コ
天
国

こ
ど
も
祭 ５月３日に開催

7万人でにぎわう

壱
添
　
翠
ち
ゃ
ん
（
小
三
）

大
貫
優
子
ち
ゃ
ん
小
三
）

い
ち

ぞえ

まどか

壱
添
円
ち
ゃ
ん
小
六
）

去
年
は
、
両
親
と
来
た
ん
だ
け

れ
ど
、
今
年
は
私
達
だ
け
で
来
ま

し
た今
、
お
昼
の
お
弁
当
を
食
べ
た

と
こ
な
ん
だ
け
ど
、
あ
た
た
か
く

て
と
て
も
良
い
気
分
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ

て
、
と
て
も
楽
し
い
わ
。

第15回こども祭が、５月３日(祝)穏やかな春の日ざし

のもと、運動公園で開催されました。

今回は15回目の記念開催ということで７万人もの人で

にぎわいました。１周100m の線路を本物の煙をはいて走

るミニＳＬの旅にパパと出発したり、今ブームの迷路コ

ーナーでも、チビツ子たちでおおにぎわい。

中には10分以上も迷って、出てこれないチビツ子もい

ましたが、全員脱出に成功しました。

出発進行「ＳＬ」復活

｢ノコツタ、ノコツタ」すもうコーナー

き
れ
い
な

水
は
家
庭

か
ら 今

の

市

内

河

川

市

内

河

川

の

概

要

市
内

を
流
れ
る
河
川
は
、
坂

川
・
国
分
川
お
よ
び
大
津
川
水
系

に
大
別

さ
れ
ま

す
。

坂
川
水
系
は

、
流
山
・
柏
両

市
か
ら
の
排
水
を

水
源
と
し

、

坂
川
・

新
坂
川
と
六

間
川
な
ど

が
含
ま
れ
ま
す

。

流
域
面
積
が
、
市
域
の

約
五

七
％

を

占
め

る
本

市

の
代
表

あ
か
い
り
ひ
も
ん

的

な
河

川
で

、
赤
圦
樋
門
か
ら

江
戸
川

に
流
入
し
て

い
ま
す

。

国
分
川

水
系
は
、
五
香
六
実

地
先
の

排
水
を
水
源
と
し
て
、

流
域

面

積

は

約
三

六
％

で

、

松
飛
台
、
稔
台
工
業
団
地
お
よ
び

常
盤
平
団
地
の

排
水
な
ど
を
集

水
し
て
、

市
川

市
の

真
関
川
を

経
て

、
江
戸
川
に
入

り
ま
す
。

な
お
、

高
柳
・
六

高
台
・
五

香
六
実
方
面
の

市
域
の

約
七
％

の
排
水
は
、
大
津
川
を

経
て

、

手
賀
沼
に
入
り
ま
す

。

市

内

河

川

の

水

質

調

査

市
内
河
川
に
つ

い
て

は
、
十

三
ヵ

所
の

地
点
で

、
毎
月
二
回

水
質
状
況
の
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す

。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
調
査
を

し
て

い

る
か
と
い

う
と
…

ま
ず
、
人
の
健
康
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
、

カ
ド
ミ

ウ
ム
・
水

銀
な
ど
の
重
金
属
類

（
健
康
項

目
）
の
分
析
と
、
河
川
の
悪

臭

や

、
魚
類
の
死
滅
の
原
因
と

な

る
Ｂ
Ｏ

Ｄ
な
ど
の
生
活

環
境
項

目
な

ど
、
四

十
一
項
目
に
及
ぶ

調
査

を
実
ま
し
て

い
ま
す
。

市

内

河

川

の

水

質

状

況

河
川
に
健
康
お
よ
び
生
活

環
境
を
守
る
た
め
に
維
持
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
「
環
境
基
準
」

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
の
河
川
は
、
カ
ド
ミ
ウ

ム
・
水
銀
な
ど
の
健
康
項
目
に

つ
い
て
は
、
す
べ
て
環
境
基
凖

を
満
た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
生
活
環
境
項
目
の

ひ
と
つ
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物

化
学
的
酸
素
要
求
量
数
値
が

高
い
ほ
ど
汚
れ
て
い
て
、
魚
が

す
め
る
範
囲
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
五
m
g

l
以
下
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）

は
、
環
境
基
準
十

四ｙ
Ｊ

を
二

倍
以
上
も
超
過
し
て
お
り
、
夏
場

の
渇
水
時
に
は
、私
た
ち
の
飲
料

水
源
で
あ
る
江
戸
川
に
悪
影
響

を
与
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

次
に
坂
川
と
国
分
川
の
Ｂ
Ｏ

Ｄ
の
経
年
変
化
図
を
載
せ
ま
し

た
が
、
五
十
五
年
度
と
比
較
す

れ
ば
、
徐
々
に
浄
化
さ
れ
て
き

て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
魚
が
す

め
る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

坂
川
・
国
分
川
・
大
津
川
は

私
た
ち
市
民
の
河
川
で
す
。
水

質
が
少
し
で
も
、
き
れ
い
に
な

る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

（
公

害

研

究

所
）



松
戸
新
田
　
安
元
亮
さ
ん

画
廊
の
壁
に
、
柔
か
な
照
明

の
光
を
浴
び
て
、
ピ
エ
ロ
や
馬

の
姿
が
浮
か
び
あ
が
る
。

安
元
さ
ん
は
、
サ
ー
カ
ス
の

裏
の
世
界
を
好
ん
で
描
く
。
白

と
黒
を
基
調
に
し
た
穏
や
か
な

色
づ
か
い
の
中
で
、
出
番
を
待

っ
て
い
る
サ
ー
カ
ス
の
登
場
人

物
た
ち
が
た
た
ず
ん
で
い
る
。

こ
の
四
月
、
生
ま
れ
故
郷
の

姫
路
に
次
い
で
、
二
度
目
の
個

展
を
松
戸
で
開
い
た
。

生
ま
れ
な
が
ら
に
耳
が
不
自

由
。
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
た
だ
、
小
さ
い
と
き
か
ら

絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た

の
で
、
画
家
に
な
ろ
う
と
思
い
、

東
京
教
育
大
学
付
属
聾
学
校
美

術
専
科
に
進
学
。

こ
の
時
か
ら
本
格
的
な
絵
の

勉
強

を
始
め
た

。

学
校
の

教
育
方
針
も
あ
っ
て

、

高
等
部
一
年
生
の
と
き
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
公

募
展
に

出
品
し

始
め
た
。
十
八

歳
で

初
入

選
。

そ

の
後
も
、
二
十

歳
の
と

き
に

日

展
に
入
選
す

る
な
ど
入

選
回

数

を

重
ね

る
。

最
近
、
安
田
火
災
財
団

美
術

奨
励
賞
を
受

賞
。そ

の

ほ
か
に
も

各
種
の

賞
を
受

け
て
い

る
。

自
分
の
作
品

か
脅

に
し
て

、

安
元

さ
ん
は
、

一
生
懸
命
考
え

込
み
な
が
ら
筆

談
に
応
じ
て
く

れ

る
。

「
耳
が
聞
こ

え
な
い
こ
と
を

不
幸
だ
と
は
思

い
ま
せ
ん
。
絵

を
描
く
と

雑
音
や
邪
念
が

入
ら

な
い
で

済

む
の
で

、
集
中

し
て
取

り
組
む
こ
と
が
で

き
ま

す
か
ら

。
」

十

年
前
、
パ
リ
に
行

っ
た
際

に
モ
ン

マ
ル

ト
ル

の
街
角
で

ポ

ス

タ
ー
を
見
か
け
た
と
き
か
ら
、

サ

ー
カ
ス

の
世
界
に
ひ
か
れ

、

そ
の

舞
台
裏
を
テ
ー
マ
に
描
い

て

き
た
。

落
ち
着
い
た
安
ら
ぎ
が
感
じ

ら

れ
る
作
品
を
前
に
し
て

、
よ

く

「
音
の
な
い
世
界
を
描
い
て

い
る
の
で
す
か
」
と
尋
ね
ら
れ

る

が
、
彼
は
、
音
の
な
い
世
界

に
音

を

築
こ

う
と
し
て

描
い
て

い
る
。

音のない世界に

音を描く

健康ガイド

食生活講座

期 日 時 間 内 容

6/3c
午前10時

～ 正午
｢健康と食生活に

ついて｣

(お話)

/10固

午前10時

～ 午後

１ 時30分

｢あなたの食事量は
大丈夫？J

調理実習一主婦の１

食分

/17c

｢塩分１日10g

知
っていますか？｣

調理実習一素材を上
手に生かして

/24瀏

「楽しい食事作り心

かけていますか？」

調理実習一手作り

スピ ード 料理

会場…馬橋市民センター

費用…900円（材料費込み）

定員…20人（先着順）

申込み…電話で、健康管理課

小金方面保健室へ

歯゙の 衛生週間。

無料歯科検診・相談

日時…６月４[](土) 午 後１時

30分 ～３時

会場…衛生会館３階

対象…市内在住者

内容…医師による口腔内診査

と相談、歯みがき指導(希望者)

就学前心身障害児歯科検診・相談)

日 時…６月４日(土) 午 後１時

30分 ～３時

会場…衛生会館2階歯科センター

内容…医師による口腔内診査

と相談

車での来場はご遠慮下さい。

詳細…健康管理課、松戸歯科

医師会事務局5568 ―3553 番

(月･ 水･金 の正午～午後４時)

麻しん(はしか)予防接種

麻しんの予防接種は、生後12

ヵ月から72ヵ月までの間に、委

託医療機関で受けることになっ

ています。

集団生活に入る前に接種を完

了することが望ましいので、医

師と相談のうえ、早目に受ける

ようにして下さい。

まだ接種を受けていない人で

問診票（無料券）を持っていな

い人は、下記要領のとおり、八

ガキで申し込んで下さい。

申し込みをする人…接種当日

６歳未満で麻しんにかかった

ことがなく、麻しんの予防接

種を受けていなくて、問診票

を持っていない人

申し込まなくてもよい人…62

年４月１日～５月31日に生ま

れた人には、６月初句に直接

問診票を送りますので、申し

込む必要はありません。

以前の問診票を持っている人

も、それが使えますので、早

めに受けて下さい。

詳細…保健衛生課予防衛生係

不

用

品

交

換

情

報

今

回

掲

載

分

の

紹

介

申

込

方

法
・
＝
締

め

切

り

は

、

五

月

二

十

五

日

（
当

日

消

印

有

効

）

①

希
望

品

名

②

住

所

③

氏

名

④
電

話
番

号

（
昼

間

の
連
絡
先
）
を
ハ
ガ
キ
に
明

記
。
ハ
ガ
キ
一
枚
に
品
名
一
点

相
手
の
紹
介
：
月
末
に
抽
選

を

行

い

、

当
選

者

だ

け

に

電

話

連
絡

し

ま

す

。

紹

介

後

は

自

主

交

渉

と

な

り

ま

す

。

申

込
先
・・
・
〒

二

七

一

松

戸

市

根

本

三
八

七
－

五

松

戸

市

役

所

消

費

生

活

課

譲
り
ま
す

〔
家
具
類
〕
◆
食
堂
用
テ
ー
ブ

ル
七
千
円
◆
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

二
万
円
・
八
千
円
◆
回
転
座
イ

ス
ニ
組
八
千
円
◆
フ

ート
掛
け

三
千
円
◆
整
理
ダ
ン
ス
ハ
千
円

◆
小

ダ
ン
ス
五
千
円

〔
電
気

製
品
類
〕
◆

冷
蔵
庫
一

万

円
・
四
千
円
◆
扇
風
機
三

千

五
百
円
◆
ド
ラ
イ
ヤ
ー
六
百
円

◆
コ
ン
ポ
ス
テ
レ

オ

ー
万
円

◆

電
気
オ

ー
ブ
ン
九
千
円

〔
子

供
用
品

類
〕
◆

ベ
ビ
ー
バ

ス
千
円
◆

マ
マ
コ

ー
ト
三

千
円

◆

ベ
ビ
ー
ス

ケ
ー
ル
二

千
円
◆

コ
ン

ビ
ラ

ッ
ク
五
千
円

◆
歩
行

器
無
料
◆
自
動
車
補
助
イ
ス
無

料
◆
七
五
三
セ
ッ
ト
一
万
円
◆

幼
児
用
便
座
千
五
百
円
◆
背

負

子
二
千
円
◆
ゆ
り
篭
二
百
円
◆

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
千
五
百
円

◆
幼
児
用
ス
ク
ー
タ
ー
二
千
円

◆
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
五
千
円
◆
幼

児
用
自
動
車
玩
具
三
千
円
◆

ツ

リ
ー
メ
リ
ー
二
千
円

〔
ス

ポ
ー
ツ

・
楽
器
類
〕
◆
キ

ー
ボ
ー
ド
七
千
円
◆
カ
セ
ッ
卜

ラ
ッ
ク
五
百
円
◆
ド
ラ
ム
セ
ッ

ト
一
万
円
◆
オ
ー
ト
バ
イ
用
ヘ

ル
メ

ッ
ト
五
百
円

〔
日
用
雑
貨
類
〕
◆
編
み
機
二

万
円
◆
磁
気
マ
ッ
ト
五
千
円
◆

ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
グ
六
百
円
◆
和

文
タ
イ
プ
一
万
円
◆
密
封
パ
ッ

ク
器
千
円
◆
臼
と
杵
無
料
◆
⑩

ガ
ス
ス
ト

ー
ブ
三

千
円
◆
室
内

物
干
百
円
和
服
洗
い
張
り
合

千
円
◆

和
栽
用
ア

イ
ロ
ン
五
百

円
◆
一
口
ガ
ス
コ
ン
ロ
五
百

円
◆
百

科
辞
典
三
千
円

○
次

回
掲
載
分
の
申
し
込
み

譲
り
た
い
人

は
、
品
物
の
詳

細
を

電
話
で

申
し

込
ん
で

下
さ

い
。

無
料
か
ら

一
万

円
ま
で

の

価
格

を
希
望
し

ま
す
。

原

則
と
し
て

、
衣
料
品
・
食

料
品
・
自
転
車
は
扱
い

ま
せ
ん

。

六
月
二

十
日

号
に
掲
載
し
ま
す
。

ｙ
申
込
期
限
…
五
月
二
十
三
日

ｙ
申
込
先
…
消
費
生
活
課
消
費

生

活
係

施
設
あ
ん
な
い
戸

定

館

戸
定
館
は
、
水
戸
藩
十
一
代
当
主
、

徳
川
昭
武
公
の
別
邸
と
し
て
、
明

治
十
七
年
に
築
造
さ
れ
た
武
家
屋

敷
造
り
の
建
物
で
、
庭
園
は
フ
ラ

ン
ス
庭
園
を
参
考
に
設
計
し
た

と

伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
昭
和
二
十
六
年
に

徳

川
武
定
氏
か
ら
、
市
の
文
化

施
設

に

と
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

す
べ
て

和
室
で
十
一
室
あ
り

、

歴

史
と
碌
に
囲
ま
れ
た
静
か
な

環

境
が
、
市
民
に
愛

さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
昭
和
六
十
一
年
に
は

名

勝
と
し
て

、
県
の
文
化
財
の
指

定

を
受
け
て

い
ま
す
。

利
用
時
間
＝
牛

前
九
時
～

午
後

五

時

休

館
日

…

毎

週

月

曜

日

・

祝
日

・

年

末

年

始

・
交

通
・
・
松

戸
駅

東

口

下

車

、

徒

歩

十
分

・
詳
細
…
社
会
教
育
課
ま
た
は
矢

切

公

民

館

岔
6
8－
1
2
4
1

岔

現

在

、

庭

園

内

は

芝

養

生
中

に

よ

り

立

ち

入

り

で

き

ま
せ

ん

。

小根本

田中　智恵さん

春
と
秋
の
年
二
回
、
観
世
流
の

能
の
例
会
で
戸
定
館
を
利
用
し
て

い
ま
す
。

落
ち
つ
い
た
雰
囲
気
の
中
で
の

仕
舞
や
謡
は
、
ま
さ
に
歴
史
を
さ

か
の
ぼ
る
気
持
ち
で
す
ね
。

あ
な
た
の

健
康

「
子
供
の
体
は
、
成
人
の
体
の
ミ

ニ
チ
ュ
ア

で
は
な

い
」
と

い
う
言

葉

は
、
子

供
を
扱
う
科
学

の
分
野

で
は
最
も
基
本
的
な
概
念
で
す
。

運
動

に
直
接
関
与
す
る
器
官
で
あ

る
運

動
器
－

骨
・
関
節
・
筋
肉

・

腱
靭
帯
に
つ
い
て
も
こ
の
事

を

十
分
に
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
り

ま

せ
ん
。

発
育
発
達
途
上
に
あ
る
子
供

の

ス
ポ
ー
ツ
障
害
の
特
徴
は
、
骨

・

関
節
の
傷
言
が
多
く
、
筋
腱
の
障

害
が
少
な
い
と
い
う
小
で
す
。
竹

折
が
一
般
的
な
傷
害
で
あ
り
、
①

骨

端
軟
骨
（
骨
端
線

）
の
損
傷
②

関
節
軟
骨
の
損
傷
③
筋
腱
付
着
部

の
損
傷
④
疲
労
骨
折
⑤
若
木
竹
折

な
ど
成
人
と
全
く
異
な
っ

た
特
徴

の
あ
る
骨
折
を
示
し
ま
す
が
、
治

療

が
不

適
切
で
あ
る
と
将

来

に
わ
た
る
重
大
な
杉
響

を
残
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

よ

く
見

ら
れ
る
も
の
を
二

・
三
述

べ
て
み
ま
し

ょ
う
。

肘

代

表
的
な
も
の
は
、
野

球

肘
で
す

。
こ
れ
は
、
野

球

で
の
投
球
動
作
の
繰
り

返
し

に
よ

り
肘
に
負
担

が

加

わ
り

、
関
節
を
構
成
し

て

い
る
骨
・
軟
骨
・
籾
帯

を
傷
め
る
も
の
で
す
。

障

害
の
起
き
る

割
合

が

多

い
の
は
、
肘
の
内

側
で

す

が
、
外
側
に
障
害

が
起

き

る
場
合
は
、
内
側

よ
り

治
り
に
く
く
、
骨
軟
骨
の
傷
み
が

ひ
ど

い
事

が
多

い
（
離
断

性
竹
松

骨
炎
）
。
こ
れ
ら
は
、
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
・

Ｕ
Ｓ
Ｅ

症
候
群
（

使
い
過
ぎ
）
で
す

か
ら
痛
む
間
は
投
球
し
な
い
事
が

大
切
で
す
。
予
防
と
し
て

は
、
変

化
球

は
投

げ
な
い
、

ピ
ッ
チ

ン
グ

を
一
日
五
十
球
以
内
に
制
限
、
試

合
よ
り
は
む
し
ろ
練

習
の
や

り
過

ぎ
に
注
意
す
る

こ
と
な

ど
で
す
。

腰

部

最
も
多
い
も
の
は
、
筋
肉
性
腰

痛

で
、

レ

ン
ト

ゲ
ン
写

真

に

は

変
化

な
く
腰
の
筋
肉
の
疲
労
や
筋

力

の
ア

ン

バ
ラ
ン
ス
の
た

め
起
こ

り

ま
す
。

積
極
的
な
筋
力
強
化

が

必
要

で
す

が
、
特
に
腹
筋
を
鍛
え

、

背
中
か
ら
肢
の
後
ろ
側
を
よ
く
伸

ば
す
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
膝
関
節
を

仲
ば
し
、
足
関
節
支
持
の
上
休
起

こ
し
運
動
を
よ
く
行
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
復
筋
強
化
に
は
全
く

不
適
当
で
、
行
う
な
ら
膝
を
曲
げ

て
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
輿
に
変
化
の
あ

る
腰
痛
と
し
て
は
、
脊
椎
分
離
症

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
腰
椎
に

起
き
た
疲
労
骨
折
と
も
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。膝

子
供
の
時
の
故
障
で
、
最
も
多

く
見
ら
れ
る
の
が
、
オ
ズ
グ
ッ
ト

シ
ュ
ラ
ッ
タ
ー
病
で
す
。

成
長
の
最
も
盛
ん
な
時
期
（
男

子
十
三
歳
頃
、
女
子
十
一
歳
頃
）

に
、
骨
の
成
長
に
筋
肉

・

腱
の
伸
び
が
追
い
つ
け
ず

脛
骨
結
節
に
強
い
牽
引
力

が
作
用
し
発
症
し

ま
す
。

ラ
ン

ニ
ン
グ
や

ジ
ャ
ン
プ

を
制
限
す
る

の
は
当

然
で

す

が
、
特
に
ウ
サ

ギ
跳
び

は
、
有
害
で
ト

レ
ー
ニ
ン

グ
効
果

が
無

い
ば
か
り
か
、

オ
ス
グ
ッ
ト
病
を

は
じ

め
、

膝
下
腿
の
障
害
ま
起

こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

下

腿

代
表
的
な
も

の
は
、
疲

労
骨
折
で
す
。
主
な
症

状

は
痛
み
で
、
発
見

が
早
け

れ
ば
、
簡
単
な
固
定

と
運

動

を
中
止
す
る
だ
け
で
短

期
問
に

治
癒
し

ま
す

が
、
放
置
す

る
と
、

つ
い
に
は
ト

レ
ー

ニ
ン
グ
の
続
行

不
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ほ

か
に
向
こ
う
脛
に
痛
み
が
走
る
シ

ン
ス
プ
リ
ン
ト
と
言
わ

れ
る
病
気

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う

な
ス
ポ
ー
ツ
に

害
は

Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｋ

・
Ｕ
Ｓ
Ｅ

が
原
囚
で
す

か
ら
、
痛
む
間
は
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
中
止
す
る
こ
と
が
主
で
、
川
所

の
治
療
と
し
て
は
、
冷
温
熱
療
法

等

の
理

学
療
法
、
次

い
で
筋
肉

の

ス
ト

レ
ッ
チ

ン
グ
、
筋
力
ア

ッ
プ

が
従

と
な
り
ま
す
。

（

松
戸

市
医

師

会

）

子供の骨・関節とスポーツ



もよおし
もの
ジャズ体操フェスティバル

参加グループ募集

日時…11川12日(土)午後１時

30分から

会場…市民会館

対象…健康づくりのために迦

動しているグループで、舞台

上で音楽効果などを使って活

動内容 の 発表 ができるもの

(リズム体操・エアロビクス・

各柾ダンス・太極拳など)

定員…約20グループ(先着順)

各グループの代表者で運営委

員会を設置して実施します。

費用…無料

申込み…５月21日(土)から、

来所または電話で健康増進セ

ンター065  ― 5588番(直通)

68―1241～3 番へ

水曜日の午後は休館

心身障害児巡回相談

期日…８月２日（火）

会場…県立松戸つくし養護学

校

内容…心身に障害のあ る３～

５歳児の育児や就学などで悩

んでいる人のために、県教育

委員会が行う相談です。

申込み… ６月24 日（奎）までに

市教育研究所（市役所本館３

階）へ

音楽の広場(コーラス)

日時…５月24 日（火）午後１時

30分～３時30 分

会場…市民会館音楽室

費用…無料

詳細…社会教育課市民文化係

文化ホール映画会

日時…５月28 日（土 ）午後３時

～５時

会場…文化ホール

内容…「ある機関助手」「日

本歴史の流れ」「縄文時代」

「ビバ./ お 父さん」

対象…中学生以上の人

定員…30人（先着順）

費用…無料

申込み…当日会場で

詳細…文化ホール2f67 ―7810

番

小学生の母親のための

保健セミナー講演会

日時…６月16日（木）午前９時

30分～11時30分（開場午前９

時20分）

会場…市民会館大ホール

内容…「思春期の男女の性」

～医学的立場から一産婦人科

クリニック院長・松峯寿美氏。

「思春期の子供の性にどう

対応するか」～社会学的立場

から一江東区文化センター事

業課長・恩田大進氏

車での来場はご遠慮下さい。

乳幼児の保育はありません。

申込み…学校を通してとりま

とめて行います。

詳細…健康管理課小金方面保

健室

サマーキャンプＩＮ八丈島

実行委員募集

日時…６月４日（土）午後７時

～９時

会場…常盤平市民センター別

館

内容…サマーキャンプの組織

・宣伝・企画

キャンプは８月４日（木卜 ８

月７日（日）

対象…18 歳 ～30 歳ま での男女

詳細…サー クルゆうかり・岩

沢084 ―7095 番 （夜間）

母子・寡婦家庭対象

｢手芸・編物講習会｣

日時…６月５日・12 耿　７月

３日・10日・17日・24日、８

月７日･14日の各日曜日、午前

９時～午後４時

会場…婦人会館

内容…手編み、そのほか小物類

持ち物…３号または４号の編

み針、手持ちの毛糸100 gぐら

い、物差し、筆記具

費用…無料(材料費は自己負担)

申込み…電話で５月31日(火)

までに、福祉事務所福祉係へ

第９回つくしバザー

日時…５月28 日(土) 午 前10時

～正午

会場…県立松戸つくし養護学校

品物の提供などの協力をお願

いします。

詳細…県立松戸つくし養護学

校ＰＴ Ａバザー実行委員会容

85―1632 番

さ つ き花 季

展 示 会

日時…５月24日(火卜29 日(日)

午前９時～午後５時

会場…運動公園体育館

詳細…松戸さつき会り度辺昔

62―1356番

明日の親のための学級

日時…５月30日～７月18日の

毎週月曜日(計８回)、午後6時

30分～９時

会場…勤労会館

内容…｢結婚ってどんなこと？｣

｢幸福な家庭をつくるために｣

｢妊娠・出産の基礎知識｣ な

ど、話や映画

希望する人には実費で血液検

杳も行います。

講師…千葉大学カウンセラー

・時田光人氏、国立公衆衛生

院医師・林謙治氏ほか

対象…未婚・新婚・妊娠期の

これから親になる男女

定員…30 人

申込み…電話で社会教育課青

少年婦人係へ

松戸第九合唱団団員募集

練習日時…毎週火曜日（７月

は５日･12 日･29 日）午後６時

30分～８時30 分

公演は12 月18 日（ 日）

練習会場…市民劇場

費用…年間初心者5,000 円, 経

験者3,000 円（ 楽譜代別）

定員…男70 人女130 人（ 先茄順）

申込み…６月25 日（土 ）午後２

時から市民会館で行う結団式

か練習会場で

詳細…朝倉登43－ 0573番（昼

間）

おしらせ

市役所(66)1111# 常盤平支所(87)2131

小金支所(41) 5101 ･ 小金原支所(44)4151

六実支所(85)0113# 馬 橋支所(45)2131

新松戸支所(43) 5111 ･矢切支所(62)3181

東部支所(92)3061映画上映釡

日時…５月28  H(土 ）１回目一

午後２時～４時　 ２回目一午

後５時～７時

会場…市民会館301 号 室

内容…「戒厳令下チリ潜 入記」

監督 ミゲル・リティン

費用…一般1,  200円(1,000 円 ），

学生1,000 円（800 円 八（　 ）内

は前売り〕

定員…各120 人

詳細…松戸シネクラブ 也亀

B87-7794 番（ 午前9 時 ～正午）

映 写 会

喜劇「夫売ります」

日時…5J｣25 日(水)午後１時

から

会場…東部老人福祉センター

(紙fc953-2)

対象…市内在住の60歳以上の

人

費用…無料

詳細…東部老人福祉センター

392 ―3701番

スポーツ
卓 球 教 室

日時…６月５日・12日の各日

曜日、午後１時～３時

会場…ハケ崎小学校体育館

対象…一般市民

費用…無料

ラケットのある人は持参して

下さい。

申込み…当日会場で

詳細…体育指導委員・小暮登

41 ― 2098番

菊の盆養作り講習会

日時…５月29 日（日）午後１時

～３時

会場…市民会館

講師…日本菊会指導者・吉日］

武雄氏、生繁操氏

費用…無料

詳細…松戸菊花会・飯尾容62

6350 番

障害者に理解を

心のふれあいを大切に

どんぐり福祉バザー

日時…６月５日（ 日）午前10時

～午後１時〔雨天の場合は12

日（日）に順延〕

会場…小金原４丁目めじろ公

園（コアラ保育所の前）

品物提供をお願いし ます。

詳細…どんぐり共同保育所昔

44―7624 番

市民バドミントン

クラブ対抗戦

日時…６月５日・12 日の各日

曜日、午前9時～午後７時

会場…小金原体育 館

内容…男女各１部～５部のダ

ブルス戦

費用…１チーム（ダブ ルス３

組）3,000 円

シ ャトルは各クラブで持参

申込み…５月28 日（土 ）午後６

時に運動 公園武道館会議室で

行う代表者会議で

詳細…松戸市バドミントン協

会・長谷川S41 ―7925 番

グラウンドゴルフ教室

日時…６月５日・12日の各日

曜日、午前９時～正午

会場…常盤平第二小学校校庭

対象…一般市民

費用…無料

申込み…当日会場で

詳細…体育指導委員・小暮S

87―3526番

初心者バドミントン教室

日時…６月３日･10日･17日、

７月８日15日の各金曜日

午前11時～午後３時

会場…小金原休育館

費用…300 円

持ち物…連動のできる服装と

靴

申込み…電話で体育指導委員

・赤問Q42 ―4649番へ

家庭婦人ソフトボール教室

日時…５月22日・29日の各日

曜日、午前９時～正午

会場…中部小学校校庭

費用…無料

グローブのある人は持参して

下さい。

申込み…当日会場で

詳細…休育指導委員・新沢昔

68―4760番

ファミリーサイクリング

千葉県民大会

江戸川サイクリングロｰド

日時…５月29 日（日）午前10 時

～午後２時

場所…松戸駅西口公園集合、

江戸川サイクリン グコース

（河川敷解散）

対象…一般市民（小学校３年

以下は必ず親子で参加）

費用…保険料100 円

内 容…交通安 全マナー指導、

サイクリング、サイクルゲー

ム、抽選会

持ち物…自転車、弁当、水筒、

雨具（ カッパなど）

申込み…電話で５月22 日（日）

までに 松戸市サイクリング協

会・押鴨Q87 ―2698 番へ ’

市民ゴルフ競技大会

期日…７月４日（月）

会場…柏ゴルフ倶楽部

対象…市内在住・在勤の人

定員…220 人（先着順）

費用…4,000 円（ グリーン費、

諸経費などは個人負担）

申込み…６月10 日（金）までに

竃話で松戸市アマチュアゴル

フ協会・小林S65 ―4838 番へ

式根島ハイキング

日時…６月17 日( 金)午 後９時

に竹芝桟橋集合､19日(日)帰着

対象…市内に働く勤労者

費用…16,000 円( 船 貫・宿泊

費・食費５食分・保険料を含

む)

定 員…30 人( 先着順)

申 込み…電話で、松戸市職場

レ クリェーション協会・上野

容63 ―4374 番へ( 二L二･日 を除く

午前10 時 ～午後４時)

救急医療体制　　健康保険証を忘れずに／
友間急病診療所(毎日)･午後8時～11時衛生会館内　　　S68-3756番

待機病院(毎日)･午後5時～午前9時テレホンサービス　S66-0010番

緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時テレホンサービス　刎ＨⅢ番

休日歯科診療所・午前9時～正午　衛生会館内　　　　　Q65-3430番
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